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小中高等学校で一人一台の情報端末の整備が進んでいる．整備には利活用が始まり使ってみるこ

とから,改善点が見えてくる．小学校でのクラウドに保存ができない問題点から,情報教育へつなげ

た学習提案となる． 
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1. はじめに

ＧＩＧＡスクール構想※１により,2020 年に小中学校

へ一人一台の情報端末整備が行われ,2021 年から本格

的な利活用が始まっている． 

文部科学省は,ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた通

信ネットワークの円滑な運用確保に係る対応について（通知）

※２を各教育委員会へ出し,ネットワークの課題や問題

点などの改善事例を示している．また,利活用の広がり

と学習内容の充実を図るため,多様な学習用コンテン

ツ開発も予算化されている． 

小学校での児童一人一台の情報端末整備が行われた

直後の状況から,利活用を通じて,課題や問題点が出さ

れ,学校内での工夫として,情報教育をふまえた指導内

容と児童の利活用方法や手段を改善する情報教育の提

案となる． 

2. 利活用が広がるための改善と人材

小学校での一人一台の情報端末の整備は,各教科等

での利活用を格段に広げている．その中で,ネットワー

クに関わる課題や問題点が出されている． 

学校内で課題や問題点を整理し,情報端末整備やネ

ットワーク担当業者と相談し,予算が必要となれば行

政担当者とも協議が必要となる． 

また,全国で ICT支援員の配属が広がり,情報端末を

使った授業で教員の負担を軽減している．さらに利活

用の機会が広がるであろう． 

3. 利活用を通じての改善と情報教育

3.1  利活用からの課題や問題点と改善

一人一台の情報端末の整備から,普通教室内で気軽

にインターネットを使った調べ学習が可能となった． 

Windows,Chromebook,iPadなどのOSによって異なる

が,ワープロソフトやプレゼンソフト,小学校向け統合

ソフトなどで学習のまとめや整理を行っている． 

まとめや発表資料を作成するときは,文字（テキスト）

と説得力のある写真を使っている．写真等の映像を使

ったまとめや発表の資料は,データ量は文字のみと比

較すると大容量となる． 

小学校で一クラス約 35名前後の子どもが一斉に授

業後半に保存を行うと,保存ができない・時間がかかり

過ぎる情報端末が複数出る問題が起こった． 

基本的な設定は,クラウド上に保存するようになっ

ていた． 

表１ クラウドへ保存ができない 改善対応計画 

課題 

問題点 

クラウドへ保存ができない 

保存に時間がかかり過ぎる 

改善策 

教室内の無線 LAN環境の改善 

学校外のネットワーク改善 

※学校から直接インターネットに接続す

る方式へ 

改善まで

の工夫 

パソコン内に保存する 

クラウド上へ時間差で保存する 

情報教育 

データ量とインターネット回線速度 

パソコン内の階層と保存 

クラウドの理解と保存と利用 

著作権,肖像権 

プレゼン資料の構成 

写真撮影等のマナー 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた通信ネットワーク

の円滑な運用確保に係る対応について（通知）※２のネット

ワークに関する課題解決事例には,集約拠点のプロキ

シサーバーや機種の性能,通信事業者側の設備,プロバ

イダーの契約や制限などの改善が示されている（図１

参照）． 
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まず,ネットワーク整備業者へ相談し,ネットワーク

に関する課題解決事例を参考に改善を依頼する．予算

が必要となれば,行政担当者へも同様に依頼する．現在,

学習用ネットワークは学校から直接インターネットに

接続する方法が薦められている※３（図２参照）． 

図１ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた通信ネットワ

ークの円滑な運用確保に係る対応について（通知）別紙２※２ 

図２ ＧＩＧＡスクール構想の実現 標準仕様書 学校か

らのインターネット接続編※３ より抜粋 

3.2  学校内の工夫と情報教育 

学校内での工夫として,子どもが収集・整理した情報

や発表資料や実践のまとめなどを当初はパソコン内に

保存し,全て完成した後に,時間差を持ち,クラウド上

へ保存することが考えられる．校外に情報端末を持ち

出し,利活用する場面でも有効である． 

情報教育として,パソコンのファルダの階層とクラ

ウドの理解,クラウドの個人フォルダと共有フォルダ

の使い方やルール,ワープロや映像等のデータ量とイ

ンターネット回線速度,インターネット上の写真の使

い方（著作権）,写真を撮影に関する肖像権の学習やマ

ナーが必要となる．プレゼン資料は順番や構成を考え,

伝える技術も学習内容となる． 

これらの情報教育の学習は,利活用の段階ごとに指

導する計画が必要となる． 

4. 広がる構内のネットワークと情報教育

図書室はじめ特別教室や体育館など,情報端末の利

活用が広がるほど,ネットワークの環境も広がりが求

められる． 

また,学校内の体育館などは緊急避難先に指定され

ていれば,無線 LAN（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備は,避難

時に大きく貢献できる． 

さらに,一人一台の情報端末の整備とネットワーク

環境の拡大から,情報活用能力の育成が多様な教科・機

会へと広がりを期待できる． 

5. おわりに

一人一台の情報端末の利活用が進めば,情報を活用

する場面が格段に増えてくる．今までの情報活用能力

の育成に加え,さらに高度情報化社会での創造性を育

む学習機会が増えていくと予想できる． 
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